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米国の「核態勢の見直し」と河野外相談話の撤回を求める	
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	 米国のトランプ政権は、昨年から検討を進めてきた「核態勢の見直し(NPR)」を 2

月 2日（日本時間 3日）に公表した。その内容は 2010 年のオバマ政権の「核態勢の

見直し」を否定し、歴史の流れを逆行させるものである。特に、小型核兵器を開発

し、通常兵器など核兵器以外による攻撃に対しても核兵器使用がありうるとしたの

は、世界の核軍拡を加速させ、相手の核攻撃も誘発させるものである。これでは他

国の核兵器の放棄を実現させようとの政策と整合性がない。	

	 この度の政策は、昨年成立した核兵器禁止条約に真っ向から挑戦するものであり、

米国も加盟している核兵器不拡散条約の、核軍備競争の早期停止と核軍縮について

の誠実な交渉の約束にも明らかに違反するものである。	

	 核兵器による放射能被害は小型化しても全世界に及ぶものであって、核戦争によ

り安定した平和をもたらすことはできない。どのような条件の下でも、すべての核

兵器は使用も威嚇もしてはいけないのである。	

	 ところが河野太郎外相は、直ちに「高く評価する」との談話を発表した。これは、

広島と長崎の被爆以来、被爆者を中心にして日本国民が一貫して追求してきた核兵

器廃絶を目指す努力を否定するものである。さらに毎年 8 月に行われて来た広島と

長崎における式典時やオバマ大統領の広島訪問時の、安倍晋三首相自身の発言とも

明らかに矛盾する。	

私たち世界平和アピール七人委員会は、トランプ政権と安倍政権に抗議し、「核態

勢見直し」と河野外相談話の撤回を求める。	

連絡先：http://worldpeace7.jp	 	


